
 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 生きていると、日々の中で嬉しいことも悲しい

こともありますね。私はいつも、“あらゆる経験

からいかに学び成長するか”が大切だなぁと考え

ています。しかし、さまざまな経験は、すべて自

分で選択できるものでしょうか。 

 今回ご紹介する〔選択の科学〕は私が初めて就

職したときに出会ったもので、人が選択するとい

うのはどういうことなのか？について理解を深

めることができます。著者のシーナ・アイエンガ

ーさんは、シーク教徒として宗教の教えに従って

髪型や着るものも決められていましたが、アメリ

カの学校へ進学した際に、「『選択』こそ力である

こと」を学びます。また、本の中には「わたした

ちが『選択』と呼んでいるものは、自分自身や、

自分の置かれた環境を、自分の力で変える能力の

ことだ。選択するためには、まず『自分の力で変

えられる』という認識をもたなくてはならない。」

という一節があります。 

最近では“○○ガチャ”のような言葉もありま

すね。与えられた環境やできごとの中で、どうに

もできない、仕方がない、と思うことは誰しもあ

ると思います。しかし、それらとどう向き合って

いくか、どうやって自分らしく人生を切り拓いて

いくか…または選択できないということは不幸

なことなのか？ぜひこの本を通して考えてみて

もらえたら嬉しいです。大学生活はこれまでとは

また違ったさまざまな選択が増えていくと思い

ます。友達や家族、教職員などたくさんの人たち

とつながりながら、たくさん悩みながら、選択を

積み重ねていってほしいと思います。 
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人生は選択の連続です 
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